
 

北九州市 子ども・子育て支援に関する市民アンケート 

【就学前児童用Ａ】 
 

令和６年１月 北九州市子ども家庭局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆回答方法は次の２つからお選びいただけます。 

① オンラインでご回答いただく場合 
  別紙のQRコードから回答フォームにアクセスし、ご回答をお願いします。 
② 郵送でご回答いただく場合 

本調査票のご記入が済みましたら、同封の返信用封筒に入れて、 
切手を貼らずに投函してください。 
 
令和６年１月３１日（水）までに回答、もしくは投函してください。 

 

☆このアンケートは、住民基本台帳の中から、令和５年１２月１２日現在で０歳から５歳のお子さん   

 を無作為に5,000人抽出し、その保護者の皆さまにご協力をお願いするものです。 

 

☆ご回答いただいた内容は、回答者個人が特定されたり、他の目的に利用されたりすることは一切 

ございません。次期計画の検討にのみ利用させていただきます。また、次期計画が策定されました

ら、市民の皆さまにも分かりやすい形で公表いたします。 

 

本調査に関することや、ご不明な点についてのお問合せは、下記までお願いいたします。 
 

 

 

 
 
※ 参考：「元気発進！子どもプラン（第３次計画）」のホームページはこちらから 
     https://www.city.kitakyushu.lg.jp/shisei/11500078_00002.html 

アンケート調査へのご協力のお願い 

 

北九州市では、「子どもの成長」と「子育て」を地域社会で支え合う“まちづくり”を
基本理念とした「元気発進！子どもプラン（第３次計画）【計画期間：令和２年度～６年
度】」を策定し、本市の子どもの育成や子育て支援に関するさまざまな取り組みを進めて
います。 

このたび、現在の計画終了後の次の５年間（令和７年度～１１年度）に向けた次期計画
を策定するにあたっての参考とするため、大規模なアンケート調査を実施することとなり
ました。 

このアンケートは、子育て家庭の現状やニーズを把握するとともに、皆さまからの率直
なご意見をお聞かせいただき、本市の今後の子育て環境の充実に反映させていくための、
とても大切な調査となります。 

質問項目が多く、お手数をおかけしますが、本市の子育て支援をより良いものにしてい
くため、是非ご協力いただきますよう、お願いいたします。 
 

〈お問い合わせ先〉 

   北九州市子ども家庭局総務企画課 （北九州市小倉北区城内１－１） 

   電話：０９３－５８２－２２８０ ＦＡＸ：０９３－５８２－００７０ 

 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/shisei/11500078_00002.html


いただいたご回答は、市の子育て支援施策に生かされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票にご記入いただき、ご提出いただいたご意見は、子ども・子育て会議などを経て、 

次期の子育て支援施策に係る計画になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご記入にあたってのお願い 
 

１  ア ン ケ ー ト に は 、 あ て 名 の お 子 さ ん の 保 護 者 の 方 が ご 回 答 く だ さ い 。  
２  設 問 に よ っ て ご 回 答 い た だ く 方 が 限 ら れ て い た り 、 お 選 び い た だ く 数 が 異 な

っ た り し ま す の で 、 こ と わ り 書 き に 従 っ て く だ さ い 。 ま た 、 「 そ の 他 」 を お
選 び い た だ い た 場 合 は 、 そ の 後 に あ る （  ） 内 に 具 体 的 な 内 容 を ご 記 入 く だ
さ い 。  

ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

母子医療や子育

ての悩みや不安

への対応など 

幼稚園・保育所等の質

の向上や多様なニーズ

への対応など 

放課後児童クラブや 

青少年の健全育成など 

教育・保育の量の見

込みと確保の方策 

など 

特別な支援が必要な 

子どもや家庭への 

支援など 

子ども・子育て支援事業計画 

計画は、子どもの育成
や子育て支援施策に 
係る総合的な内容に 

なります。 

市町村こども計画 



　１．父 ３．祖父 ５．その他（　　　　　　　）

あて名のお子さんのお住まいの区として、あてはまる番号１つに○をつけてください。

　１．門司区 　２．小倉北区 　３．小倉南区 ４．若松区

　５．八幡東区 　６．八幡西区 　７．戸畑区    

□□月　生まれ

　１．配偶者（内縁関係を含む）がいる ２．配偶者はいない

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親

４．主に祖父母 ５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜北九州市＞　子ども・子育て支援に関する市民アンケート（就学前児童用Ａ）

このアンケートにご記入いただく方について

問１ あて名のお子さんからみた、あなたの続柄について、あてはまる番号１つに○をつけてくださ
い。

２．母 ４．祖母

１．あて名のお子さんとご家族の状況について

問２

問３ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。
（元号を〇で囲み、□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）

平成　・　令和 □□年

問４ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。人数をご記入ください。

□□人

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係について、あてはまる番号に〇をつけてください。

問６ あて名のお子さんの子育てを家庭内で主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた
関係であてはまる番号１つに〇をつけてください。
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　１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親

　４．主に祖父母 ５．幼稚園や保育所等

　６．その他（　　　　　　　　　　）

１．家庭 ２．地域 ３．幼稚園や保育所等

4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

　２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

　３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

　４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

　５．いずれもいない

２．子どもの育ちをめぐる環境について

問７ あて名のお子さんの子育てに日常的に関わっている方はどなたですか。お子さんからみた関
係であてはまる番号１つに〇をつけてください。

問８ あて名のお子さんの子育てに、影響すると思われる環境すべてに〇をつけてください。

問９ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか、あてはまる番号すべてに〇を
つけてください。
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（1） あてはまる番号１つに〇をつけてください。　【父子家庭の場合は、記入不要です　⇒　（２）父親へ】

（1）-1

　１．急な残業が入ってしまう

　２．自分が病気やけがの時や、子どもが急に病気の時に代わりに面倒を見る人がいない

　３．家族に理解が得られない

　４．職場で、仕事と家庭の両立支援が利用できない

　５．職場の理解が得られない

　６．子どもが病気のときに休みづらい

　７．家族等の介護がある

　８．保育所などがなかなか見つからない

　９．時間の余裕がない

　10．子どもと接する時間が少ない

　11．体力に限界を感じる

　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（1）-2

１週あたり　□　日 １日あたり　□□　時間

３．保護者の就労状況について

問10 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。
（１）は母親について、（２）は父親についてお答えください。

　１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、
　　　産休・育休・介護休業中ではない

　２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、
　　　産休・育休・介護休業中である

　３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、
　　　産休・育休・介護休業中ではない

　４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、
　　　産休・育休・介護休業中である

　５．以前は就労していたが、現在就労していない

　６．これまで就労したことがない

（１）で「１．～４．」のいずれかに〇をつけた方におうかがいします。仕事と子育てを両立してい
くうえで大変だと感じることは何ですか。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。

（１）で「１．～４．」のいずれかに〇をつけた方におうかがいします。週当たりの「就労日数」、
１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。
※就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。
※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。
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（1）-3

家を出る時刻 時台 　　帰宅時刻 　□□ 時台

（2） あてはまる番号１つに〇をつけてください。　【母子家庭の場合は、記入不要です】

（2）-1

　１．急な残業が入ってしまう

　２．自分が病気やけがの時や、子どもが急に病気の時に代わりに面倒を見る人がいない

　３．家族に理解が得られない

　４．職場で、仕事と家庭の両立支援が利用できない

　５．職場の理解が得られない

　６．子どもが病気のときに休みづらい

　７．家族等の介護がある

　８．保育所などがなかなか見つからない

　９．時間の余裕がない

　10．子どもと接する時間が少ない

　11．体力に限界を感じる

　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（１）で「１．～４．」のいずれかに〇をつけた方におうかがいします。家を出る時刻と帰宅時刻を
お答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。
※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。
※時間は、（例）０８～１８時のように、２４時間制でお答えください

□□

　１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、
　　　産休・育休・介護休業中ではない

　２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、
　　　産休・育休・介護休業中である

　３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、
　　　産休・育休・介護休業中ではない

　４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、
　　　産休・育休・介護休業中である

　５．以前は就労していたが、現在就労していない

　６．これまで就労したことがない

（２）で「１．～４．」のいずれかに〇をつけた方におうかがいします。仕事と子育てを両立してい
くうえで大変だと感じることは何ですか。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。
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（2）-2

　１週あたり　□　日 １日あたり　□□　時間

（2）-3

家を出る時刻 時台 　　帰宅時刻 　□□ 時台

問11

【母親】

　１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

　２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があるが、実現できる見込みはない

　３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望

  　４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

【父親】

　１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

　２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があるが、実現できる見込みはない

　３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望

  　４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

問11-1 世帯全体の年収はいくらですか。あてはまる番号１つだけ〇をつけてください。

　１．３００万円未満 ２．３００～５００万円未満 ３．５００～７００万円未満

　４．７００～1,000万円未満 ５．1,000万円以上

（２）で「１．～４．」のいずれかに〇をつけた方におうかがいします。週当たりの「就労日数」、
１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。
※就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。
※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

（２）で「1～4」のいずれかに〇をつけた方におうかがいします。家を出る時刻と帰宅時刻を
お答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。
※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。
※時間は、（例）０８～１８時のように、２４時間制でお答えください

□□
問10（1）または（2）で「3」または「4」に〇をつけた方におうかがいします。
該当しない方は、問13へお進みください。
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問12

【母親】

   １．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２．１年より先、一番下の子どもが□歳になったころに就労を予定している

３．１年以内の就労を予定している

　　→　予定している就労形態 ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

イ．パートタイム、アルバイト等　（「ア」以外）

→　１週あたり□　日　　１日当たり　□□時間

【父親】

   １．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２．１年より先、一番下の子どもが□歳になったころに就労を予定している

３．１年以内の就労を予定している

　　→　予定している就労形態 ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

イ．パートタイム、アルバイト等　（「ア」以外）

→　１週あたり□　日　　１日当たり　□□時間

問13

【母親】

　ア．家事（料理、洗濯、掃除、買物など）をする時間

　仕事のある日□□時間□□分　　仕事のない日□□時間□□分

イ．育児をする時間

　仕事のある日□□時間□□分　　仕事のない日□□時間□□分

【父親】

　ア．家事（料理、洗濯、掃除、買物など）をする時間

　仕事のある日□□時間□□分　　仕事のない日□□時間□□分

イ．育児をする時間

　仕事のある日□□時間□□分　　仕事のない日□□時間□□分

問１０（1）または（2）で「5」または「6」に〇をつけた方におうかがいします。あてはまる番号・記号
それぞれ１つに〇をつけ、就労予定があれば、該当する□内には数字をご記入ください。
該当しない方は、問13へお進みください。

あて名のお子さんの父母がそれぞれ家事や育児に、1日のうち、どの程度の時間を費やしているかお答
えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）
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問14 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「教育・保育施設」を「定期的」に利用していますか。

　１．利用している 　２．利用していない

問15

１．幼稚園 ２．幼稚園の預かり保育

　　　（通常の就園時間の利用） 　　（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　定期的な利用のみ）

３．認可保育所 ４．認定こども園

　　（国が定める最低基準に適合した施設で 　　（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

　　都道府県等の認可を受けた定員20人以上のもの）

５．家庭的保育 ６．小規模保育

　　（家庭的な雰囲気のもとで定員５人以下の 　　（定員６人以上１９人以下で家庭的保育に近い

　　　保育を行う事業） 　　　雰囲気で保育を行う事業）

７．事業所内保育 ８．「７」以外の企業が運営する保育施設

　　　（以下の事業所が対象です） 　　（企業主導型保育施設）

　・キッズルーム・スマイル　　・宇佐町さわやか保育園

　・うえっち保育園　　・なないろ保育園　　・キッズルーム・ハグ

　・ひかりと大地の保育園　　・さわやかきくのうみ保育園

９　その他の認可外の保育施設 10．居宅訪問型保育

　（ベビーシッターのような保育者が子どもの

　　家庭で保育する事業）

11．ほっと子育てふれあいセンター 12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（地域住民が子どもを預かる事業）

４．定期的な教育・保育施設の利用状況について

問14で「１．利用している」に〇をつけた方におうかがいします。あて名のお子さんは、平日は、どのよう
な施設を利用していますか。現在、年間を通じて「定期的に」利用している施設をお答えください。
あてはまる番号のすべてに〇をつけてください。
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問15-1

【現在】

１週当たり　□　日 １日当たり　□□　時間　□□　分

利用時間　（□□　時　□□　分　　～　　　□□　時　□□　分）

【希望】

１週当たり　□　日 １日当たり　□□　時間　□□　分

利用時間　（□□　時　□□　分　　～　　　□□　時　□□　分）

問15-2

１．子どもの教育や発達のため

２．子育てをしている保護者が、現在就労している

３．子育てをしている保護者が、就労予定／休職中である

４．子育てをしている保護者が、家族・親族などを介護している

５．子育てをしている保護者に、病気や障害がある

６．子育てをしている保護者が、就学中である（大学等）

　 ７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問15-3

　１．自宅の近く 　２．祖父母の家の近く 　３．駅やバス停の近く

　４．職場の近く 　５．その他（具体的に　　　　　　　　　　　）

問15-4

　１．施設の場所（自宅や職場への近さなど） 　２．園舎や園庭などの環境

　４．職場の近く

　５．職員のスキルや人員体制 　6．食事（給食、おやつなど）

　７．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問15で〇をつけた施設を、現在どのくらい利用していますか。また、希望としてはどのくらい利用したい
ですか。１週当たりの利用日数、１日当たりの利用時間を、□内に具体的な数字でご記入ください。

問15で〇をつけた施設を利用している主な理由として、あてはまる番号１つに〇をつけてください。

現在利用している施設は、どのような場所にありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。

利用施設を選ぶ際どのような項目を重視しましたか。最もあてはまる番号１つに○をつけてください。

　３．子どもをみてもらえる時間帯
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問15-5

大変満足 ほぼ満足 やや不満 大変不満

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４

問16

１．幼稚園 ２．幼稚園の預かり保育

　　　（通常の就園時間の利用） 　　（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　定期的な利用のみ）

３．認可保育所 ４．認定こども園

　　（国が定める最低基準に適合した施設で 　　（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

　　　都道府県等の認可を受けた定員20人以上のもの）

５．家庭的保育 ６．小規模保育

　　（家庭的な雰囲気のもとで定員５人以下の 　　（定員６人以上１９人以下で家庭的保育に近い

　　　保育を行う事業） 　　　雰囲気で保育を行う事業）

７．事業所内保育 ８．「７」以外の企業が運営する保育施設

　　　（以下の事業所が対象です） 　　（企業主導型保育施設）

　・キッズルーム・スマイル　　・宇佐町さわやか保育園

　・うえっち保育園　　・なないろ保育園　　・キッズルーム・ハグ

　・ひかりと大地の保育園　　・さわやかきくのうみ保育園

９　その他の認可外の保育施設 10．居宅訪問型保育

　（ベビーシッターのような保育者が子どもの

　　家庭で保育する事業）

11．ほっと子育てふれあいセンター 12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（地域住民が子どもを預かる事業）

現在利用している施設に対して、どのように感じていますか。それぞれの項目について、１～４
の中からあてはまる番号１つに○をつけてください。

項　　　目

　施設・環境（園舎・園庭、遊具など）

　子どもをみてもらえる時間帯

　子どもへの接し方・日常の遊び（教育及び保育内容）

　食事（給食、おやつなど）

　病気やケガの時の対応

　保護者への情報伝達

　悩みごとなどへの相談対応

問14で「１．利用している」に〇をつけた方におうかがいします。今後、平日「定期的に」利用したい施設
はありますか。あてはまる番号のすべてに〇をつけてください。
※特に一番強く利用を希望するものに◎をつけてください。
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問17

１．（親が就労していない等の理由で）利用する必要がない

２．子どもの祖父母や親戚がみている

３．近所の人や父母の友人・知人がみている

４．希望する保育所などに空きがない

５．経済的な理由で保育所などを利用できない

６．延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

７．保育の質や場所など、納得できるものがない

８．子どもがまだ小さいため　（　□　歳になったら利用しようと考えている）

９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問17-1

１．幼稚園 ２．幼稚園の預かり保育

　　　（通常の就園時間の利用） 　　（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　定期的な利用のみ）

３．認可保育所 ４．認定こども園

　　（国が定める最低基準に適合した施設で 　　（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

　　　都道府県等の認可を受けた定員20人以上のもの）

５．家庭的保育 ６．小規模保育

　　（家庭的な雰囲気のもとで定員５人以下の 　　（定員６人以上１９人以下で家庭的保育に近い

　　　保育を行う事業） 　　　雰囲気で保育を行う事業）

７．事業所内保育 ８．「７」以外の企業が運営する保育施設

　　　（以下の事業所が対象です） 　　（企業主導型保育施設）

　・キッズルーム・スマイル　　・宇佐町さわやか保育園

　・うえっち保育園　　・なないろ保育園　　・キッズルーム・ハグ

　・ひかりと大地の保育園　　・さわやかきくのうみ保育園

９　その他の認可外の保育施設 10．居宅訪問型保育

　（ベビーシッターのような保育者が子どもの

　　家庭で保育する事業）

11．ほっと子育てふれあいセンター 12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（地域住民が子どもを預かる事業）

　 13．特になし

問14で「２．利用していない」に〇をつけた方におうかがいします。利用していない理由はなんですか。
あてはまる番号すべてに〇をつけてください。

問14で「２．利用していない」に〇をつけた方におうかがいします。今後、平日「定期的に」利用したい
施設はありますか。あてはまる番号のすべてに〇をつけてください。
※特に一番強く利用を希望するものに◎をつけてください。
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問18

　１．利用したい ２．利用したいと思わない

　３．保育所等に入所しているため必要がない ４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問18-1

1 週あたり□回　　利用時間帯　□□時□□分　から　□□時□□分

問19

１．   親子ふれあいルーム　（区役所[市内７か所]にあり、気軽に乳幼児を持つ親子が集える場）

　１週あたり　□回　　　　１か月あたり　□回程度　　　　１年あたり　□回程度

２．  地域子育て支援センター　（保育士が子育て家庭や育児サークルへの相談・支援を行う場）

　１週あたり　□回　　　　１か月あたり　□回程度　　　　１年あたり　□回程度

３．  子どもの館・子育てふれあい交流プラザ　（屋内子育て支援拠点施設）

　１週あたり　□回　　　　１か月あたり　□回程度　　　　１年あたり　□回程度

４．  市民センターにおけるフリースペース　（子ども連れも自由に参加、利用できる場）　　　　　

　１週あたり　□回　　　　１か月あたり　□回程度　　　　１年あたり　□回程度

５．  児童館

　１週あたり　□回　　　　１か月あたり　□回程度　　　　１年あたり　□回程度

　 ６．利用していない

現在、国において、月の一定時間の範囲で、保護者が仕事をしていなくても保育所等で時間単位で利
用できる「こども誰でも通園制度（仮称）」の検討を進めています。この制度があった場合、利用したい
と思いますか。あてはまる番号に〇をつけてください。

問18で「１．利用したい」に〇をつけた方にうかがいます。
利用したい日数や時間帯を記入してください。
※０７時～１８時のように、２４時間制でお答えください。

５．地域の子育て支援事業の利用状況について

あて名のお子さんは、現在、地域で行われる子育て支援事業（親子が集まって過ごしたり、相談をした
り、情報提供を受けたりする場）を利用していますか。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。
※おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。
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問20

１．  利用していないが、今後利用したい

　１週あたり　□回　　　　１か月あたり　□回程度　　　　１年あたり　□回程度

２．  すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

　１週あたり　□回　　　　１か月あたり　□回程度　　　　１年あたり　□回程度

   ３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

問21

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

はい はい いいえ はい いいえ

問19で記載する事業について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。
※おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。
※なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。

下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思うものをお
答えください。A～Cのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに〇をつけてください。

A B C

知っている
これまでに

利用したことがあ
る

今後利用したい

 母親学級、両親学級、育児教室 いいえ

 市民センターなどでの育児相談 いいえ

 家庭教育に関する学級・講座 いいえ

 保育所や幼稚園等の子育て支援事業 いいえ

 子ども・家庭相談コーナー いいえ

 児童館 いいえ

 子育てふれあい交流プラザ いいえ

 子どもの館 いいえ

 親子ふれあいルーム いいえ

 地域子育て支援センター いいえ

 子育て支援サロン“ぴあちぇーれ” いいえ

 赤ちゃんの駅 いいえ

 わらべの日（毎月第２日曜日） いいえ

 子育てマップ北九州 いいえ

 北九州市こそだて情報 いいえ

 ほっと子育てふれあいセンター いいえ

 保育サービスコンシェルジュ いいえ

 北九州市公式LINE いいえ

 ウーマンワークカフェ いいえ
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問22

【土曜日】

１．   利用する必要はない

２．  ほぼ毎週利用したい　　　　　　　　　　　　　　　　利用したい時間帯

３．  月に１～２回は利用したい　　　　　　　　　　　　　□□時から　□□時まで

【日曜日・祝日】

１．   利用する必要はない

２．  ほぼ毎週利用したい　　　　　　　　　　　　　　　　利用したい時間帯

３．  月に１～２回は利用したい　　　　　　　　　　　　　□□時から　□□時まで

問22-1

　１．月に数回仕事が入るため ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため

　３．親族の介護や手伝いが必要なため ４．自分の時間を持ちたいため

　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6．土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育施設の利用希望について

あて名のお子さんについて、土曜日・日曜日・祝日に、定期的な教育・保育施設を利用したいですか
（一時的な利用は除く）。あてはまる番号１つに〇をつけ、利用したい時間帯をご記入ください。
※０７時～１８時のように、２４時間制でお答えください。

問22で「３．月に１～２回は利用したい」に〇をつけた方におうかがいします。毎週ではなく、たまに利用
した理由は何ですか。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。
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問23

１．   利用する必要はない

２．  休みの期間中、ほぼ毎日利用したい　　　　　　　利用したい時間帯

３．  休みの期間中、週に数日利用したい　　　　　　　□□時から　□□時まで

問23-1

　１．週に数回仕事が入るため ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため

　３．親族の介護や手伝いが必要なため ４．自分の時間を持ちたいため

　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問24

　１．あった　　⇒　　問24-1へ ２．なかった　　⇒　　問24-3へ

問24-1

　１．父親が仕事を休んだ　　　　　　□□日 　２．母親が仕事を休んだ □□日

　３．就労をしていない父母が看た □□日
　４．親族や知人に看てもらった □□日

　５．病児保育施設を利用した　　 　□□日
　６．ベビーシッターを利用した □□日

　７．認可外保育施設を利用した　　□□日
　８．子どもだけで留守番させた □□日

　９．ほっと子育てふれあいセンターを利用した □□日

　10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　）　 □□日

幼稚園を現在利用されている方におうかがいします。
夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育施設の利用を希望しますか。あてはまる番号１つ
に〇をつけ、利用したい時間帯をご記入ください。

問23で「３．休みの期間中、週に数日利用したい」に〇をつけた方におうかがいします。毎日ではなく、
たまに利用した理由は何ですか。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。

７．病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方）

平日の定期的な教育・保育施設を利用していると答えた保護者の方（問14で「１．」に〇をつけた方）
におうかがいします。この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガのため、普段利用している施設を利
用できなかったことはありますか。あてはまる番号１つに〇をつけてください。
※それ以外の方（問14で「２．」に〇をつけた方）は、問24-3にお進みください。）

あて名のお子さんが病気やケガのため、普段利用している施設が利用できなかった際に、この１年間に
行った対処方法は何ですか。あてはまる記号すべてに〇をつけ、〇をつけたものについては、その日数も
ご記入ください。
※半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください
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問24-2

　１．できれば病児保育施設を利用したい
１年あたり　□□日

　２．利用したいと思わない

問24-3

　１．他人に看護してもらうのは不安 ２．利用方法がわからない

　３．施設が遠く利用しにくい ４．開所時間がわからない

　５．施設に空きがなく予約ができない ６．利用手続きが大変だ

　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

問25

   利用日数   利用希望

　１．一時預かり □□日 □□日

□□日 □□日

　３．ベビーシッター □□日 □□日

　４．認可外保育施設 □□日 □□日

　５．その他　（　　　　　　　 　　　  　　　　　　　　　　　　） □□日 □□日

　６．利用していない

　７．利用を希望しない

問25-1

　１．特に利用する必要がない ２．利用したい事業がない

　３．他人に預けるのは不安 ４．利用時間や場所等の利便性が悪い

　５．利用方法がわからない ６．利用したかったが空きがなく利用できなかった

　７．利用料金が高かった ８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問24-1で「１．父親が仕事を休んだ」「２．母親が仕事を休んだ」のいずれかに〇をつけた方におうか
がいします。その際、「できれば病児保育施設を利用したい」と思いましたか。あてはまる番号に〇をつ
け、利用したかった日数をご記入ください。

すべての方におうかがいします。病児保育施設を利用するにあたって障害となることは何だと思います
か。あてはまる番号すべてに〇をつけてください。

８．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について

あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外で、私用、親の通院、不定期の就
労等を理由に利用している事業及び利用したい事業はありますか。あてはまる番号すべてに〇をつけ、１
年間の利用日数をご記入ください。

私用など理由を問わずに保育所や一時預かり
室などで、一時的に子どもを保育する事業

　２．幼稚園の
　　　預かり保育

通常の就園時間を延長して預かる事業

問25で「６．利用していない」に〇をつけた方におうかがいします。利用していない理由は何ですか。あ
てはまる番号すべてに〇をつけてください。
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問26

　１．自宅　
週□□日

２．祖父母宅や知人宅
週□□日

　３．習い事など
週□□日

４．児童館
週□□日

　５．放課後児童クラブ
週□□日⇒ 下校時から　□□時□□分まで

　６．ほっと子育てふれあいセンター
週□□日

７．その他（　　　　　　　　）
週□□日

問27

　１．自宅　
週□□日

２．祖父母宅や知人宅
週□□日

　３．習い事など
週□□日

４．児童館
週□□日

　５．放課後児童クラブ
週□□日⇒ 下校時から　□□時□□分まで

　６．ほっと子育てふれあいセンター
週□□日

７．その他（　　　　　　　　）
週□□日

問28

【土曜日】

　１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 　　利用したい時間帯

　２．高学年（４～６年生）になっても利用したい
　□□時□□分まで

　３．利用は考えていない
　□□時□□分まで

【日曜日・祝日】

　１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 　　利用したい時間帯

　２．高学年（４～６年生）になっても利用したい
　□□時□□分まで

　３．利用は考えていない
　□□時□□分まで

【長期休暇】

　１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 　　利用したい時間帯

　２．高学年（４～６年生）になっても利用したい
　□□時□□分まで

　３．利用は考えていない
　□□時□□分まで

９．お子さんが小学生就学後の放課後の過ごし方について

あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後、以下
同じ）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに〇をつけ、それぞ
れ希望する日数をご記入ください。
※「５．放課後児童クラブ」に〇をした場合は、利用したい時間もご記入ください。

あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったときに、放課後の時間をどのような場
所で過ごさせたいですか。あてはまる番号すべてに〇をつけ、それぞれ希望する日数をご記入ください。
※「５．放課後児童クラブ」に〇をした場合は、利用したい時間もご記入ください。

問26または問27で「５．放課後児童クラブ」に〇をつけた方におうかがいします。
あて名のお子さんについて、土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中に放課後児童クラブを利用したいです
か。あてはまる番号１つに〇をつけてください。また利用したい時間帯を併せてご記入ください。
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問29

【母親】

　１．働いていなかった 　４．取得していないに〇をした方【取得しなかった理由】

　２．取得した １． 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

　３．取得中である ２． 仕事が忙しかった

　４．取得していない ３． 早く職場に復帰したかった

４． 長期に休むと職場復帰が難しくなると思った

５． 昇給・昇格など今後のキャリアに影響があると思った

　【上記で２・３を選択した方】 ６． 自分にしかできない仕事や担当の重要な仕事があった

　　取得した期間 ７． 収入が減ってしまうから

８． 保育所などに預けることができた

９． 配偶者が育児休業制度を利用した

　10．子育てや家事に専念するため退職した

　11．育児休業の制度を知らなかった

　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【父親】

　１．働いていなかった 　４．取得していないに〇をした方【取得しなかった理由】

　２．取得した １． 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

　３．取得中である ２． 仕事が忙しかった

　４．取得していない ３． 早く職場に復帰したかった

４． 長期に休むと職場復帰が難しくなると思った

５． 昇給・昇格など今後のキャリアに影響があると思った

　【上記で２・３を選択した方】 ６． 自分にしかできない仕事や担当の重要な仕事があった

　　取得した期間 ７． 収入が減ってしまうから

８． 保育所などに預けることができた

９． 配偶者が育児休業制度を利用した

　10．子育てや家事に専念するため退職した

　11．育児休業の制度を知らなかった

　12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援について

あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。
母親、父親それぞれについて、あてはまる番号１つに〇をつけてください。
※取得した（取得中）の方は、どのくらいの期間育児休業を取得した（取得予定）かをご記入ください。
※取得していない方は、その理由にあてはまる番号すべてに〇をつけてください。

　□□月

　□□月
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問30

【母親】

・職場復帰したかどうか 　１．職場に復帰した ２．職場に復帰しなかった

・入所のタイミングかどうか 　１．入所のタイミングだった ２．それ以外のタイミングだった

【父親】

・職場復帰したかどうか 　１．職場に復帰した ２．職場に復帰しなかった

・入所のタイミングかどうか 　１．入所のタイミングだった ２．それ以外のタイミングだった

問31

【母親】

□歳□□ヵ月

□歳□□ヵ月

【父親】

□歳□□ヵ月

□歳□□ヵ月

問32 北九州市の子育ての環境や支援への満足度について、あてはまる番号１つに〇をつけてください。

問33

問29で「２．取得した」に〇をつけた方におうかがいします。（該当しない方は問３２へお進みください。）
育児休業取得後は職場に復帰しましたか。また復帰のタイミングは保育所等の入所のタイミングでした
か。あてはまる番号に〇をつけてください。

問30で「１．職場に復帰した」に〇をつけた方におうかがいします。育児休業からは、「実際」にお子さん
が何歳何か月のときに職場復帰しましたか。
また、お勤め先の育児休業制度の期間内で、お子さんが何歳何か月まで育児休業を取りたかったです
か。

　・実際
　（復帰したときの子どもの年齢）

　・希望
　（復帰したかった子どもの年齢）

　・実際
　（復帰したときの子どもの年齢）

　・希望
　（復帰したかった子どもの年齢）

最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見、市に対する要望（新しい事
業に対する要望など）がございましたら、ご自由にご記入ください。

　　以上で、すべての質問を終了しました。
　　調査にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。

満足度が低い 満足度が高い

１ ２ ３ ４ ５
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